
 少しずつ寒さが増し、冬の訪れを感じます。11月の秋の遠足では 

長い距離を一生懸命歩いたり、友だちと仲良く笑い合いながら遊ぶ姿に 

成長を感じました。ご家庭から準備をしていただいたお弁当も大喜びで 

「おいしい！」と食べていましたよ。 

 １１月２２日（月）からアドベントに入り、リースやツリー等、 

園内にも少しずつ飾りが増え、クリスマスの雰囲気に包まれてきました。 

子どもたちが初めてはさみを使用して作ったアドベントカレンダーの 

オーナメントも毎日１つずつ飾り「またひとつふえたね！」「つぎは 

だれかなあ」と楽しみに待っています。また、イエスさまのお誕生の 

話を聞いたり、さんびかを歌ったりしてクリスマスの出来事に触れ、 

親しんでいます。 

お家の方へのプレゼント制作では、毛糸を巻いたり、初めて 

ボンドを使ったりして楽しみながら作っています。子どもたちの 

気持ちが込められたプレゼントを楽しみにしていてくださいね。 

 

少しずつ寒さが増し、冬の訪れを感じる季節となりましたが、子ども 

たちは戸外で自然に触れることを楽しんでいます。園庭に落ちている 

木の実を見つけ「あ！あ！」「おまめあった！」と友だちの声が聞こえると、 

「○○くん(ちゃん)も！」と木の実探しに夢中になる姿も見られます。 

11 月 22 日(月)にアドベントに入り、クラスではイエスさまの 

お誕生の話を聞いたり、さんびかに耳を傾けたりしながら礼拝を守り 

ました。アドベントカレンダーに増えていくオーナメントを指さしながら 

「きらきら」「くまさん」と言ったり、拍手をして喜んだりする子ども

たちの姿も見られています。クリスマスの日を楽しみにアドベントを

過ごしていきたいと思います。 

また、お家の方へのプレゼントは、絵の具でスタンプをしたり 

シールを貼ったりしてクリスマスツリーの壁掛けを作る予定です。 

楽しみにしていてくださいね。 

ちいさなたね【乳児おたより】  ２０２１年度 １２月 

あり組・ひよこ組・りす組  聖和乳幼児保育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日に日に寒さが増し、冬の訪れを感じます。戸外遊びが大好きな 

子どもたち。園庭ではボール遊びや砂場遊び、追いかけっこなどをしたり、 

ベンチを使って伝い歩きや登り降りをしたりしてそれぞれが好きな 

遊びを見つけて楽しんでいます。大学構内の芝生広場ではシートの上で 

気持ちよさそうにひなたぼっこしたり、落ち葉を触ったり、保育者と 

一緒に走ったりしてのびのびと過ごしていました。また、生活の中でも 

帽子や靴を自分のマークの場所から出し入れするとき、友だちに指差しで 

教えたり、渡してあげたりするなど少しずつ関わりも見られるように 

なってきました。保育者が仲立ちとなりながら、友だちと一緒に過ごす 

喜びを大切にしていきたいと思います。 

 １１月２２日（月）からアドベントに入り、クリスマスの飾りや 

雰囲気を楽しみながら過ごしています。朝のおやつの時間にはアドベント 

カレンダーを開ける様子を見たり、イエスさまのお誕生の出来事の 

お話を聞いたりし、お家の方へのプレゼント制作では、パスで絵を 

描いたり、足形スタンプをしたり、一人ひとりに合わせて楽しんでいます。 

一日一日を大切に、嬉しい気持ちでクリスマスを迎えたいと思います。 

 

 

歯科健診や眼科健診を 

終えた後から、友だちと 

お医者さんごっこを楽しむ姿が 

多く見られています。      

「A ちゃんどうぞ～。おめめみるから 

ねてくださーい。」 

「だいじょうぶです！おだいじに～。」と 

ままごと等のおもちゃを道具に 

見立てて、やりとりの声が聞こえて 

きます。お医者さんになりきって 

楽しむ様子がとても 

微笑ましいです。 

  友だちが寝る時に 

保育者が抱っこしてゆらゆら 

しながら背中をさすっている様子を 

見ていた Aちゃん。すると近くに 

あった玩具、棒差しの棒を肩に抱き、 

保育者と同じようにゆらゆら揺れながら 

棒をトントンして寝かしつけをして 

いました。保育者を模倣するAちゃんの 

優しい姿にほっこりするとともに、 

日々心を動かしながら過ごして 

いる様子が伝わってきました。 

大学のグラウンドに散歩に 

行った時のことです。 

どんぐり拾いをしている時に帽子を 

被ったどんぐりと被っていないどんぐりが 

あることに気づいたA くん。 

帽子を被ったどんぐりを手にし、 

自分の被っていた帽子を触りながら、 

「いっしょ」と言ってる姿がとても 

かわいかったです。 


